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木 曾 栄 作 先 生 の 人 と業 績

北 村 正 司

(1)

木曾栄作先生 は 明治38年 小樽の生まれである。父君は雑穀商で外国貿易

も営む実業家であった。こ うした家業 と貿易港 としての小樽の土地柄のせい

か,先 生は早 くも少年の頃か ら,国 際経済界に雄飛の大志を抱かれたのであ

った。中等学校は名門の庁立小樽商業学校を選び,英 語の勉強には特に重点

を置かれた。 この学校の上学年で,小 樽高商か ら出講の故浜林生之助先生の

授業を受ける幸運に恵 まれたので,先 生の英語に対する好学心は,い っそ う

強 まり,つ いには浜林先生の門をたたいて,直 接個人指導を受け るようにな

った。 同時に小樽高商 との縁が結ばれて行 くのであった。 大正ll年 に先生

は小樽高商に入学 した。元来先生は弁論に秀でておられたか ら,小 樽高商で

は講演部に入部 し華かな活動を開始された。当時講演部の顧問は,故 苫米地

英俊先生であった。木曾先生の一生に実に大 きな影響を及ぼす苫米地先生 と

の関係は,ゆ くりな くもこうした邊遁によって始 まったのである。苫米地先

生は教場だけではな く部の活動 を 通 じて,木 曾先生 の 人物や実力を観察 さ

れ,木 曾先生の才幹を英語教育に活用す る希望を心に秘めてお られた ようで

ある。小樽高商の3力 年の歳月は早 くも過 ぎ,卒 業期が迫 って来た。木曾先

生は実業界に入る希望であったので,学 校側ではM銀 行に推薦 したい とい う

ことになった。先生は身の振 り方を苫米地先生に相談 した。 この時苫米地先

生は,銀 行 もいいが,そ れよ りむ しろ英語教育界に入 らないか,そ して商業

英語を研究 した らどうか とい う強い示唆を与えられた。 もともと英語が好き

で,得 意中の得意の木曾先生は,苫 米地先生の好意に感激 し,万 事を託 され
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たのである。 こうして実業界で国際的雄飛を したいとい う先生の大志は,コ

ースが修正 され ,実 業界で英語を用いて国際的活動を行な う人材の育成へ と

転換 したのであった。

まもな く木曾先生は苫米地先生のお世話で小樽市立高等女学校に奉職の話

が決 まり,ひ とまず幹部候補生 として,旭 川の第7師 団に入営 された。10カ

月の後除隊 とな り,い よいよ英語の先生として教鞭を取ることになった。 こ

れを契機 として,苫 米地先生 との関係は,ま す ます密接にな り,多 年にわた

って,学 問と人生の両面において,測 り知れぬほ ど広 く深い影響を受けるよ

うになるのであった。

いま試みに苫米地先生と木曾先生の筆蹟を比較すれば,人 は 日本字だけで

な く英字においても,書 体 が 極似しているのを知って一驚 を 喫するであろ

う。 この事実は,木 曾先生が どんなに己れを空 しくして,苫 米地先生のすべ

てを一 学問も人生の行き方 も一 全人的に摂取 しようと努力 されたかを,

雄弁に物語るものである。師を心か ら尊敬 して,ひ たむ きに教えを仰 こうと

する尊い心根が うかがわれ る。 また,同 時に この師弟の間の美 しい関係が偲

ぽれるのである。

木曾先生は苫米地先生の口添えで,小 樽市立高等女学校に在職中,き わめ

て研究時間に恵 まれた生活を送ることができた。小樽高商の英語の先生方の

講義に出席 して,教 師の立場か ら改めて英語 と英語教授法の研究をすること

も許された。 また一一方においては,苫 米地先生か ら,英 作文の個人指導を受

けることができた。 これは火の出るような激 しい訓練であった らしく,英 文

家 としての木曾先生の実力の基礎が養われた ものと思われる。昭和5年 には

嘱託講師 として小樽高商に勤務 し,翌6年 か ら専任 として教壇に立たれた。

おそ らくこれは苫米地先生が懸案を実現 されたものと考えられる。

木曾先生は こうした恩師の処遇に感銘 し,切 磋琢磨学界における地歩を固

め られたが,つ いにあ らゆ る意味合いにおいて苫米地先生の後継者として,

恩師や世人の期待に見事に応えられたのである。木曾先生は苫米地先生の学
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恩を常に感謝 しておられるが,昭 和41年 に 苫米地先生が逝去 されるまで,

誠心誠意報恩を志 し,万 事に気を配 って尽 されたのは,知 る人の心を強 く打

つ ものがあった。

さて,木 曾先生は人情の厚い方である。親切を尽す機会を積極的に求め ら

れる。先生の交際の範囲は実に広いが,知 人,友 人などすべての人に対 して

何 らかの形において,好 意を示そ うとされる。 したがって利他の機会が訪れ

ると,頼 まれな くても,行 動を起 こし,す こしで も人の幸福に寄与 され よう

とす る。また先生は明るい性格を持たれ,そ の生活は,健 全な笑いに包 まれ

ていることが多い。戦争中の暗い時代においても,明 る く楽 しい面を発見さ

れるのであった。 こうした健康 な笑いに加えて座談が上手 と来ているので,

先生の加わっている会合はいつ も賑やかである。 また難 しい問題 も円滑に進

む ことが多い。

木曾先生は公私ともにきわめて多忙な方である。 しか し先生に接 している

と,精 神的余裕を十分に持ってお られることに気がつ く◎ これは先生が決断

が早 く,物 事をテキパキと処理 し,ま た事が うまく運ぽない場合にも,無 用

に抱泥 しないところに原因があるように思われる。先生はよく 「どんなに心

配事があっても,夜 枕に頭をつけると,す ぐ寝て しまう」 と言われ る。概 し

て先生は,人 生に処す る方法を,人 生そのものに学び取ろ うとす る傾向が強

い。先生はその広い交際の中において,多 くの人の言動を観察 して,は っき

り記憶 されている。 また人情の機微を心得ておられ,こ れを総合 して,ど ん

な問題が起きて も,安 定 した態度で的確に処理 される。

先生はまた包容力に富み,人 の長所を決 して見のがす ことがない。人の助

言や アイデ ィアを進んで取 り入れ られる。その反面,事 柄に よっては,人 の

意見や常識的なや り方などに盲従することな く,独 創的な方途を開拓 される

こともあ り,ま た一度決定されたことで も,経 過にとらわれず,良 い方に変

え られることもある。要す るに,考 え方が自由自在,柔 軟,独 創的で,こ れ

によってご自身の幸福 も確保され,大 学や関係団体や関係者の利益 も図 られ
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ることが多かった。

先生はまた健康に恵まれ,す くな くとも成人 してか らは,病 気 らしい病気

をされたことがない。最近でも,し ぽしば深更におよぶまで仕事をされるよ

うである。また夜 どんなに遅 く就床 しても,翌 朝は予定の時間に眼が覚め,

床を蹴って起き上がると言われている。実に頑健 と言 うべきである。 しか し

他面において,健 康には細心の注意を払われている。書斎の棚に各種の新薬

が並べ られているし,ま た総合強壮剤や狭心症の緊急薬を,絶 えず携行 され

ている。 人 の 嫌がる胃のバ リウム検査なども,毎 年再三進んで受け られる

し,最 近は健康 の保持に一段 と留意されているようである。 元来頑健の上

に,か よ うな苦心をされてお られるし,母 堂 も長命された家系であるか ら,

先生の長寿は間違いないと信ぜ られる。

先生はよ く 「万年青年」 と言われる。年齢 よりは驚 くほ ど若 く見え,ま た

精力的である。これは,一 つには健康であ り,明 るい性格を持たれているた

めであると思われ るが,ま た一つには,先 生が常に新 しい仕事に意欲を持た

れ,前 進姿勢を保持されているか らであろう。数年前のことであるが,小 樽

市で全道英語教育研究大会が開催 された。 この大会には英語教育の世界的権

威である ミシガン大学のFries博 士 も講師 として参加されたので,1,000名

近 くの来会者があ り,盛 会を きわめた。この時Fries博 士は挨拶の中で,会

長の木曾先生のことに言及 し,「 このような ダイナ ミックな会長を持 ってい

る北海道の英語の先生方 は 幸福である」 とい う意味の ことを言われた。 出

席者一同は,外 人 も同 じような観察をするものと,微 笑を もって博士の言葉

に応えたのであった。いろいろな名誉職を兼任され る先生は,小 樽,札 幌は

もちろんのこと1広 く道内を駆けず りまわ らなけれぽな らないことが多 く,

その うえ個人的な世話も広汎にされ るので,多 忙をきわめてお られ るが,こ

れに辟易せず,ど こか らそんな 精力 が 生まれ るか と首をか しげた くなるほ

ど,精 力的に活動をされ る。 また次か ら次へ と新 しい着想をもって仕事を進

め られ る。 しか もこうした生活が多年にわたって続いてい るのであるか ら,
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誠に感嘆のほかはない。木曾先生に接す る多 くの人 々が異口同音に言 うよう

に,実 業家 としても,先 生は大成功を収めたに違いない と思われる。先生は

今は小樽女子短期大学の学長に就任 され ているが,そ の経営には必ず成功 さ

れるものと確信 され る。

(2)

木曾先生が修業時代に,思 師の苫米地先生に全人的に傾倒 されたことにつ

いては前述 したが,先 生の学風 も,自 然の成 り行きとして,苫 米地先生に極

似 し,結 果的には,苫 米地先生の残 された,小 樽高商の英語の伝統を見事に

継承されたのである。木 曾先生の研究の中には,常 に実用性が意識 されてい

る。深い思索の中に も,実 学の伝統を発見す ることができる。そ うした研究

の長年 月が実を結び,木 曾先生が商業英語の日本的権威 として活躍 され,今

日に至 ったのは,本 学のために も,誠 に慶賀すべ きことであると思われ る。

商業英語 と言っても,先 生の研究範囲は広汎である。貿易通信文が中心 と

なっていることは当然であるが,そ のほかC・1・F・ 契約,信 用状など貿易実

務に関す る論文があ り,さ らに貿易金融を始めとして,貿 易経営の全般に及

び,ま た貿易政策,通 信協定,国 際カルテルを論ずるなど,先 生の レパー ト

リーは,後 掲の著作 と論文の 目録が明示す るように,す こぶる多彩である。

貿易経営 に 関する著書には,昭 和24年 発行の 『貿易経営要論』がある。

これは貿易経営を,経 営学 と商品学の立場か ら,解 明を企てたもので,国 際

商品流通機構,貿 易経営組織,海 外市場分析,貿 易取引約款,輸 出貿易金

融,商 事危険分散の各問題についての詳述がある。昭和31年 に 改訂増補版

が出て,い よいよ内容が充実 した。

さて,商 業英語 に 関す る研究に関 して,ま ず特記すべ きは,昭 和lo年 に

発行の苫米地英俊先生著 『国際貿易活法』に参画,輸 出編の草稿を担当され

た ことである。 この書物は,輸 出編 と輸入編の両編か ら成 り,貿 易取引の実

際について,取 引とこれに関する実務を細大 もらさず挙げ,こ れに要する英
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語通 信文 と書類等の書 き方を示 した もので,き わ め て有 益 な書物 で あ る。 木

曾先 生は輸 出編に関 し,苫 米 地先 生 に 協力 され,莫 大 な 時 間 と努 力 を捧 げ ら

れ た 。 また この仕事 に よって,木 曾先 生 も一 段 と 自信 を増 され るな ど稗益す

るところが多か った よ うに思われ る。 この後 しぼ ら くして先生 の外国留学 問

題が起 きて来た。当時は英 国英語一辺倒の時代であ ったが,時 代 の推 移 を 見

通 され た苫 米 地先 生の助 言によって,ア メ リカの 大 学 を 選 ぶ ことに な った。

そ して昭和12年 に つ い に ペ ンシル ベ ニア大 学 の 大学院に留学 し,2年 にわ

た って,businessadministrationを 広 く研 究 され た 。大 学 院 の修 士 論文 は,

JaPan'sReoentForeignTraaePo1勿 で あ った。 昭 和14年 に ア メ リカで の

研究 を終 え 帰朝 され る と,先 生 の学 界 活動 は,い よい よ活 発 さを加 え た 。 昭

和15年 に は12回 にわ た って,雑 誌 「商 業英 語 」 に 『商 業 英 語 におけ る語法

研究』 を発表 された。

太平洋戦争が終わ ると,わ が 国 の英 語 の研 究 は い よい よ盛 んにな り,商 業

英 語 の重 要 性 も一 段 と高 ま る よ うにな った。 こ うした情 勢において,先 生 が

商 業 英 語 に関 す る大 著 を 刊行 すべ き機会が熟 して来た。昭和28年 に,つ い

に先 生 は 三省 堂 か ら 『商 業英 語活用 辞典』(B6版896頁)を 発 刊 され た 。 こ

の辞 典 は いわ ぽ 先 生の ライフワー クと言 うべ きものであ る。商 業英語通信文

におけ る頻度数 と重要度の最 も高い70語 を 中心 と して,ア ル フ ァベ ッ ト順

に 配列 し,こ れ を含 む語 句 を前 置詞,冠 詞,形 容 詞,動 詞 との 関連 に留 意 し

て与 え,豊 富 な文 例 へ と展 開 を試 み た 辞 典であ って,巻 末 に は,和 英 活 用 索

引,商 用 略 語 表,商 業 電報 文 が 付 加 され て お り,ひ じ ょ うに 便利 な書 物 で あ

る。 この辞典 は先生のそ れ までの商業英語 に関す る諸研究 の集大成 と言 って

もよい もので,学 問 的権 威 も,実 用 的 価値 も共 に高 い辞 典 で あ る。 この辞 典

の刊行 に よって,先 生 のわ が 国商 業英 語学 界 に おけ る地 位が一層高 め られ た

観があ る。 この ことは小樽商大 のために も慶 ぽ しい ことであ った。

先 生は また英文 法の分野 において も 業績を挙 げ られている。 昭和21年 に

刊 行 され た 『英 語 時制 の研 究 』 は,当 時 本 道 の英 語 研 究 者 に高 級 英文 法書 と
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して広 く愛読 された。また同じ年に発行 された 『米英語法便覧』は,米 語 と

英語の語法の相異をアルフ ァベ ット順に配列 して,文 例によって説明した も

ので,稗 益するところが多かった。

また英文家 として名の高い先生は,英 作文の参考書や教材を数種出版 され

ている。その主なるものは 『基礎をつ くる英作文』,『英語基本文型集』,『完

成英作文演習』,『英作文必修基本文型集』などである。 『完成英作文演習』

は基本文型,文 の組み立て,表 現の方法,文 の転換の4編 か ら成 り,文 法の

意識か ら出来るだけ脱却 して,基 本一展開一完成の3段 階によって,英 作文

力の養成を企図 した ものである。先生の多年にわたる英作文教授の原理 と方

法が随所に見 られ,異 色ある好i著との評判が高い。

次に,先 生の社会的業績について,一 二記 してみたいと思 う。先生は北海

道の英語教育界にきわめて大 きな業績を残されている。本道の英語教育界に

おいて,先 生ほど長年にわたって,広 く深い多様な貢献を して来た人は,他

にないと思われる。その最 も貴重なのは,先 生の北海道英語教育研究会に関

す る活躍であろ う。 この研究会はもともと先生 が 昭和23年 に同志 と共に創

立 したもので,先 生は最初は理事長に選ぼれ,ま もな く会長に就任 され,今

日に至 っている。この間全道大会を17回 も開催 し,本 道の特に中学 ・高校

の英語教育に清新な刺激を与 え,広 汎な貢献を している。先生は常に中央 と

密接な連絡を取 り,HornbyやFriesな ど英語教育における世界的権威者

や,日 本の最高権威者を,続 々大会に招聰 した。これ らの諸学者の講演や実

演授業によって,本 道に新 しい英語教育の理論 と技術が紹介され,英 語教育

に対する研究の情熱が喚起されたのである。この研究大会のほか,毎 年全道

高校英語 コンテス トも開催 されているが,こ れ らの会 の 立案 と実施 に 関 し

て,先 生は独特の明るい円満な態度と謙虚な精神をもって,関 係者に接 し,

万全の注意 と柔軟な運営によって,山 積する問題を打開されて来た。 この研

究会に関する活動に限 っても,木 曾先生の名は本道英語教育史に永遠に残 る

ものと信ぜ られる。
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先生は特に英語教育の実用性を強調 し,英 語教育において,実 用英語が占

めるべ き価値 と役割について確固たる信念を持 ってお られ る。 この信念は小

樽商大の英語教育に も反映するところが多 く,そ の一例としては道内の他大

学に率先 して,語 学 ラボラ トリー設置に関 し先生が指導的役割を果 されたこ

とがある。 また広 く道民の英語の実用能力の向上に資することも,先 生の念

願 とす るところであるが,先 年全国的な機関である実用英語検定協会が発足

すると,先 生は懇請に応 じて,北 海道支部長の重責を引 き受け,爾 来毎年2

回検定試験実施のため,権 威ある検定試験委員団の組織を始め,会 場の選定

依頼など,献 身的に世話をされている。 この試験は受験者が多 く,今 後 も永

久的に行なわれ,各 種の段階の英語研究者に健全な刺激を与えて行 くものと

思われ る。 この分野においても先生の貢献は大 きく,ま た今後 も長 く貴重な

寄与を重ね られ ることであろ う。北海道英語教育研究会と実用英語検定協会

に関する用務だけで も,大 変な量であ り重責であるが,先 生はそのほかに多

岐多端な社会的活動をされているのであるか ら,そ の超人的精力には感嘆の

ほかはない。

先生は小樽高商,小 樽経専,小 樽商大と,緑 丘学園 に 専任として36年 間

在職された。 この間において,先 生は深い学識 と明朗な人格を もって,幾 多

の人材の董陶に尽 された。また英語科の中心 として,本 学英語教育の進展に

尽 された功績 も大である。また前述のような著述や社会的活動によって,本

学の声価に寄与 された ことも,長 く記憶されるべ きである。

先生は小樽市民の多 くにとって,小 樽商大 を 象徴す る教授 の 一人であっ

て,各 階層の人 々に親 まれ,敬 愛 されて来た。小樽商大と言えぽ木曾先生を

連想する人々も少な くない。 したがって,先 生が今春本学教授の職を辞せ ら

れたのは,学 内だけでな く,一 般市民に とっても物淋 しい ことであった。 し

か し,幸 い先生が引続 き当市に居住 され,新 設小樽女子短期大学の学長に就

任 されたのは,先 生のために慶祝にたえず,ま た先生を知 る人 々の大きな喜

びであると思われる。この短大は現在は英文科だけか ら成 っているが,そ の
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発展のため,先 生は初代学長として,も う縦横に活躍 されている。小樽女子

短 大は,先 生の構想によって,最 新式の語学 ラボラ トリーや多数のタイプラ

イターを備えるなど,近 代的な特色を示 している。先生の学風か ら見ても,

おそ らくこの短大には,い わゆる教養英語のほかに実用英語を大いに尊重す

る気風が 生ず るに違いない と思われ る。先生が郷土小樽のために,ま た広 く

は全道のため,こ の短大を理想的 な学園に育成 されるものと期待 される。先

生の ご壮健 とご発展ご多幸を祈 ってやまない ものである。
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